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＜重要＞エンジンが始動しない時は？ 

説明書の正しい運転操作エンジンの始動を必ず

読んでからエンジンをスタートさせてください。ガソリンは古いガソリンは使

わず必ず新しいガソリンを使用してください。古いガソリンを使うと調子が悪

くなります。 

 

誤ったエンジンの始動方法をしてしまいますとエンジンが始動したとしても出

荷時に調子良かったエンジンが調子悪くなってしまいます。 

 

緊急連絡先にエンジンが始動しないとお電話頂いた場合、スターターハンドル

の引き方が弱いお客様がほとんどです。引き方が弱いと混合器が何回も送り込

まれてプラグが被り（湿り）気味になり調子が悪くなります。 

 

スターターハンドルを持って少し（１０センチ～１５センチ）引き出したとこ

ろで重くなりますので、そこから一気に１メートルくらい引き出すような勢い

で力一杯引いてください。ピストンがプスン、プスン、プスン、プスン、プス

ンと５，６回上下するイメージです（壊れませんのでご安心ください） 

又、エンジンが暖まっている状態（エンジ

ンが外気温と同じかそれよりも冷えている状態以外）では

チョークを引く（始動の位置）必要

はありません。エンジンが暖まっている状態でチョークを引

いて何回もスターターハンドルを引いてしまうとシリンダーの中のガスが濃く

なりすぎて点火プラグがカブッて（湿る）しまい点火プラグから火花が飛ばず

に、エンジンがかかりずらくなってしまいますのでご注意ください。 

 

エンジンが始動しない場合は、ガソリンが入っているか？燃料コックがオンに

なっているか？エンジンスイッチはオンになっているか？９００ＩＳの場合は

燃料キャップツマミが緩んで空気が入る状態になっているか？を確認してくだ

さい。 

















 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 燃料給油キャップ上部つまみ操作方法 

運搬時：つまみをOFFにしてください。 

運転時：つまみをONにしてください。 



















 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●燃料（無鉛ガソリン）の給油 

燃料給油キャップつまみを①ON 方向にし

ます。燃料タンクキャップを弛めます。 

給油後は燃料給油キャップつまみを②OFF

方向にします。燃料タンクキャップを閉めま

す。 







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．燃料（無鉛ガソリン）の量を点検します。 

２．燃料給油キャップつまみを①ON 方向に

します。 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃料給油キャップつまみを②OFF 方向に

します。 











 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃料給油キャップつまみを①ON 方向にし

ます。 

燃料タンクキャップを弛めます。 







































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃料タンクキャップを確実に締め付け、

燃料給油キャップつまみを②OFF 方向

にします。 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃料給油キャップつまみを①ON 方向

にします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃料タンクキャップを確実に締め付け、

燃料給油キャップつまみを②OFF 方向

にします。 













〈ガソリン〉発電機 EF900iS 

返却時の梱包手順 

 
①  

 

 

・燃料タンクキャップを外してから中栓

も取り外してください。 

 

※ゴミが入らないように気を付けてくださ

い。 

②  

 

 

・給油ポンプを入れて、ガソリンを抜き

取りタンクを空にしてください。 

 

※ゴミが入らないように気を付けてくださ

い。給油ポンプは返却不要です、お客様の

方で処分してください。 

③    

・中栓を戻し、まず燃料給油キャップを

しっかりと締め、次につまみを OFF に

してください。 

 

 

 

 

④ 

 

 

・ガソリンコックを必ず OFF にしてく

ださい。 



⑤   

・箱をＰＰバンド1本の上に置いて、

発電機本体を備品の袋の中に入っている

返却用のビニール袋に入れ、口元を結ん

でから、二重箱に入れてください。 

 

※発電機と一緒にお届けした取扱説明書・

延長コードは、発電機の上に載せて返却し

てください。 

⑥ 

 

 

・蓋をして左図赤枠内には、ガムテープ

等は貼らずにPP バンドをとめてくだ

さい。 

 

 PP バンドのとめ方は取り扱い説明書最終ペ

ージにある「梱包時 PP バンドの使用方法」

にてご確認ください。 

 

 ▼返却用の伝票を指定の位置に貼り付けてください。 

 返却用伝票は弊社にてご用意させていただきます。 

梱包の箱に貼り付けてあります。 

 

 

お届け時の伝票の下にある赤い伝票が 

返却用の伝票です。 



 

 

返却時の手動式ガソリンポンプ使用方法 
 

 

 

 

①  手動ポンプの真っ直ぐになっているホースをガソリンの入った発電機に

差し込みます。反対の蛇腹になったホースを携行缶のタンクに差し込み

ます。 

 

②  ポンプの頭にあるつまみを時計回りに回して閉めます。 

 

③  ポンプの部分を両手で握ったり放したりしながら、ガソリンをポンプに

通します。 

 

④  ガソリンの流れがある程度の勢いになりましたら、ポンプから手を放し

て下さい。 

自動的にガソリンがポンプの中を流れ、携行缶にガソリンが入ります。 

 

⑤  移したい携行缶が満タンになる手前の八分目程度になりましたら、ポン

プのつまみを反時計回りに回して開けて下さい。自動的にガソリンの流

れが止まります。 

 



梱包時ＰＰバンドの使用方法 

① ② 

③ ④ 

⑤ ⑥ 

 

しっかり締める。 

ひもを両端に引っ張り、 
バンドも同様に通す。 

荷物に回したもう片方の 

輪をつくる。 つくった輪をストッパーに通す。 

1本の足を輪の中に折りたたむ。 バンドを矢印の方向に引っ張る。 




